
村上さん、伴さん「ドローン
を操作するのは初めてでした。
どのように飛行するのか、そ
のしくみを知りたかったので
参加しようと思いました。」
村上さん「実際のドローンは大きくて重た
かったです。陸上型はタイヤがあるのに横に

動くのが何故なんだろうと不思議に思いました。見てみるとタイヤに斜めの
溝があることがわかりました。」
伴さん「学校ではタブレット操作が基本ですが、今回のような、実際にロボット
などが動かせるプログラミングをこれからもやってみたいです。」

いわがみ自治振興会のドローン教室に参加した

　「SATOYAMA＋は、今ある地域資源を活用し、一人
でも多くの方がまちづくリに参加してもらえるよう、里
山の持つ、生物多様性と共存共栄の仕組みを応用し
て活動しています。
　まちのコインは、現在全国の自治体や企業などが
参加しているデジタル版地域通貨のことです。滋賀県
は昨年7月から導入し、通貨は「ビワコ」と呼ばれてい
ます。これは、お金で物を買うのではなく、スポットと
呼ばれる場所で、さまざまな体験を、ビワコをあげた
り、もらったりする仕組みです。ビワコは、あげたり、も
らったりすることで、ちょっとのお得を楽しめるツール
でもあります。
　また、ビワコは、利用者間で、「感謝のコイン」として
贈ることができます。数人のグループ内でのビワコの

やりとりが活発に行われ、さらに複数グループでの
やりとりが自然発生すれば、新たな出会いが生まれ
る。そんなつながりが、甲賀の新しいまちづくりにな
ればと、末来の夢を描いています。
　まずはこの“まちのコイン”を一人でも多くの方に
知ってもらう活動を続けていきたいですね。」

　土山小学校では地域とともに進めているコミュ
ニティスクールの中で、夏休みや冬休みなどに
ICTを積極的に活用した教室を開いています。
　これまで、ゲームの製作やドローンを使った学
習、子どもたちがロボットのプログラミングなど
を体験し、より深い学びにつながっています。

　「コロナにより対面が制限される中、幸いメ
ンバーがLINEを使っていたこともありビデオ
通話を使いだしたのがきっかけです。Zoom機
能を使った会議を進めていけたのも、メンバー
のみんなが理解してくれたことが大きな要因
でした。一方で、顔を合わせてのコミュニケー
ションも大切だと感じています。LINEやZoom
は状況に応じコミュニケーションを補完するた
めの道具だと思うので、うまく両方を使いこな
していきたいです。
　今後も各部会のメンバーへのデジタル講習
会を実施するなど、普段から何が起こっても初
動体制が早く取れるような環境を作っていき
たいと思います。」

　「主に使っているのはL
ラ イ ン

INEです。これまでから
孫の写真を家族で共有したり、子ども食堂やサー
クルのグループに連絡する時などとても便利で
す。スマホ教室に参加し、マップ機能を使い行先ま
で電車やコミュニティバスの乗り換え案内ができ
ることを知り、とても便利だと感じました。まだま
だスマホには知らない機能があると思うので、こ
れからもこうした教室に参加していきたいです。」

　「子どもたちには大人気のドローンを使った教
室を開いていますが、それはあくまでとっかかりだ
と思っています。
　空き家を活用した昔ながらの茶工場を再現し、
子どもたちにお茶の製造工程を学んでもらうこと
も考えており、アナログとデジタルをうまく織り交
ぜながらの活動を通じて子どもたちには自分た
ちの地域を好きになり、静かで自然豊かな土山で

将来も暮らしてほし
い、そんな思いでこ
れからも活動を続け
ていきたいです。」

タブレットを使いロボットの動きをプログラミングする児童 ▼

▼ロボットの動きを見守る児童たち ▼ドローン教室の様子

陸上型のドローン ▼

　子どもたちへのプログラミング教室や高齢者を対象としたスマホの操作講習会など、市内でもICT※（情
報通信技術）があらゆる場面で活用されています。学校や地域、自治会などでの取り組みを取材しました。
※�Information�and�Communication�Technology（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）の頭文字を略し
た言葉で、通信技術だけではなく、メールなども含まれます。
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いざという時に
備えるデジタル化

令和５年度の甲賀１００歳大学の第二期生の募集は
５月頃を予定しています。詳しくは市
ホームページなどでご案内します。
※現在は募集していません。
� 市ホームページ ▼

★まちのコインアプリはこちらから★
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お金では買えない“つなぐ・まなぶ・支える”地域づくり
デジタル地域コミュニティ通貨『まちのコイン』
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こんな動きが

面白そうだな～

かっこいいな！

アイフォン
の方 ▼

アンドロイド
の方 ▼

▼ドローンを操作する児童

デジタルで暮らしを豊かに
I（いつもの暮らしが）C（ちょっと）T（たのしみ）

に参加された
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